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的な研究である。全体は、３部９章から構成され、目次・本文・文献表を含めて、A4 判で全 334 ページに及ぶ。 
 序章では、福祉哲学の枠組みとプロセスに関する仮説を提示し、それに基づき自ら福祉哲学を実行し、その妥
当性を検証するという、本研究の問いと方法と目的を概観している。 
 「福祉哲学の生成」と題された第Ⅰ部において、第１章では、「福祉哲学の枠組みとプロセスは、社会福祉の経
験を巡って、社会福祉の現実に目を向ける→原理や本質など社会福祉において大切なことを言葉にする→社会福
祉の経験……という思考の循環運動のなかで、社会福祉の経験を学び直すことである」という仮説を詳しく提示
している。 
 第２章では、福祉哲学の前提条件として「視るべきものを視る」ことの必要性を、アウシュヴィッツとハンセ
ン病という歴史から、また、児童虐待やいじめ、世界中にある飢餓や人身売買といった国内外の具体的な現実を
取り上げながら、呻きという声なき声に突き動かされるところに、福祉哲学が立ち上がる場面を確認している。 
 第３章では、この呻きに応えるところに生じる問いと思考について論じるなかで、社会福祉の原理に関する問
い、その目的に関する問い、その本質に関する問いが、狭義の福祉哲学として立ち上がって来るプロセスを追っ
ている。 
 「福祉哲学を実践する」と題された第Ⅱ部において、第４章では、社会福祉の本質について考えていた福祉哲
学の先覚者からの学びとして、小倉襄二と阿部志郎の二人を取り上げて、それぞれの福祉の実践、福祉哲学、福
祉思想の原理・理念・本質を整理している。 
 第５章では、福祉哲学の問いを考えるためには、社会科学、実践哲学、文学からの学びも不可欠とし、それぞ
れから学ぶことを整理している。社会科学からは、歴史・社会のなかに常に存在し続ける「人を人とも思わぬ状
況」とその状況を生み出している仕組みを事実として学ぶ必要があり、実践哲学からは、ロールズ、セン、デリ
ダ、イグナティエフらの正義や自由や人権に関する考え方を学ぶ必要があり、文学からはエリスン『見えない人
間』とプルースト『失われたときを求めて』を取り上げ、そこから人間に対する理解を深める必要を説いている。 
 第６章では、哲学からの学びとして、著者が福祉現場で感じた「声なき声」と「それに応えるように促す力」
とは何であるのかという問いを、現象学に基づく事象分析を通して考察している。福祉哲学の問いを、現象学を
用いて考えることの実例を示しながら、とくに、他者を支援するという事象に直接関係すると思われる点に絞っ
て、分析を行っている。 
 第７章では、宗教学からの学びとして、「声なき声」とは何であるのか、単なる知識ではなく、福祉への関心を
喚起し、行動へと駆り立てるような次元における福祉の理解はどのようにすれば可能かという問いについて、本
田哲郎神父との対話によって明らかにしようとしている。 
 「福祉哲学がもたらすもの」と題された第Ⅲ部において、第８章では、これまでの考察を踏まえ、社会福祉の
原理、目的、本質について学び直したことを、可能な限り根源的かつ体系的に整理して示している。そして、終
章では、第１章で提示した仮説が、福祉哲学を継承した形で福祉哲学を再生することができるという、その妥当
性を検証して示している。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
 本論文は、臨床哲学の精神を福祉という場面において展開したもので、著者自身の１９年間にわたる知的障害
者施設職員としての体験を踏まえながら、また、現在も福祉大学の教員として学生たちとともに現場に関わりな
がら、同時に広い範囲に及ぶ文献研究にも取り組み、絶えず理論と実践とを往復してきた研究と言える。 
 社会福祉学の分野の審査員からも、社会福祉原論が希薄化し、制度の解説や援助の技術ばかりが重視されるな
か、福祉哲学を体系化するという、これまでになかったオリジナリティをもつもので、しかも、現場から作り出
してきた理論として暖かいまなざしと痛みへの共感が感じられる研究との評価を得た。 
 繰り返しが多いという叙述上の問題や、多くの参考文献を引用したり紹介したりしながら、それに対する著者
自身の批判的考察が不十分だったり、社会福祉を論じてグローバリゼーションの議論をしながら、ノーマリゼー
ションにはまったく触れないのはどうかといった意見もあり、現象学の視点の問題や福祉国家の問題など、これ
からの課題として残されているところもあるという指摘もあった。 
 とはいえ、これらの点は、臨床哲学の精神から、みずからの体験を踏まえつつ福祉哲学を体系的に展開したと
いう本論文の価値を減じるものではない。本論文の成果は、今後の福祉哲学研究が踏まえるべき重要な必読文献
となることは疑いない。よって、本論文を、博士（学術）の学位を授与するにふさわしいものと認定する。 
 
